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         同窓会会員の皆様におかれましては、益々のご清栄にてご活躍のこと

とお慶び申し上げます。 

私が同窓会会長をお引き受けしまして２年目に入りました。まだまだ至ら

ぬ点も多々あるかと存じますが、精一杯努めさせていただきますので、令和７年度もご指導のほ

どお願い申し上げます。同窓会は、放送大学の卒業生、在校生である会員相互の親睦を深めると

ともに放送大学の発展に寄与することを目的としています。これまでの同窓会が築いた歴史を大

切にしながら、引き続き会員にとって有益な運営を目指し、会長および副会長、役員は次の期に

円滑にバトンが渡せるよう、役員同士はもとより会員の皆様とコミュニケーションを図ることを

大切にしたいと思っております。大学の同窓会を研究している腰越 滋, 池田 義人らは「これか

らの時代の大学同窓会は，ただ単に『懐かしさ』だけを求心力とした親睦団体に留まるべきでな

い」と述べているように卒業生が求めるものがあれば積極的に提供し，また卒業生の知恵や経験

を大学の教育にも活用させてもらえるように同窓会が間に入り橋渡しを工夫すべきであると思い

ます。さらに、学んだ人と人をつなぐ数少ない絆として，生きがいを育む創造の場として，これ

からの同窓会には多くの可能性があると思います。しかし、実際に同窓会を運営している役員は、

会員の皆さんの同窓会に対する期待に応えていくには多少力不足な面もあるように思いますが、

会員の皆さんの思いを大切にしながら、同窓会という組織を大切に育てていきたいと思います。

最後に、日ごろからの会員皆様のご理解とご協力に感謝申し上げるとともに、今後とも変わらぬ

ご支援をいただければ幸いです。 
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令和７年 定期総会の報告 

＜令和６ 年度(2024 年) 事業報告＞  

 

＜令和６年度(2024年) 決算書＞ 

監査報告 

上記決算に関して、現金出納帳、貯金通帳、証憑等すべて適正に処理されたことを承認いたします。 
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＜収　入  の 部＞（円）

予算額

令和６年度繰越金 1,870,258

会費 72,000

雑収入 2000

合計 1,944,258

＜支　出 の 部＞

　　　　項　目 予算額

総会費 10,000

活動費 20,000

会報発行費 50,000

交通費 100,000

通信費 30,000

手数料 3,000

予備費 20,000

合計 233,000

会費振り込み手数料　送金手数料

総会準備のための諸費用（資料作成など）

私の課題発表会発表要旨集作成代、課題発表会と卒業祝う会の準備

会報71号、72号 印刷代

役員会出席への交通費

会報郵送料、総会出欠席ハガキ郵便代

      備           考

   備           考

定期貯金（150万）現金及び貯金（268,165円）払込口座（102,093円）

12000×6名

放送大学叢書販売手数料

＜収　入  の 部＞（円）

収入額
（A）

令和7年度　助成金 80,000

合計 80,000

      備           考

放送大学同窓会連合会より
（総会後の記念講演、福祉に関する研修会、私の課題発表会の経費）

＜支　出 の 部＞（円）

　　　　項　目 支出額
（B）

記念講演講師謝礼 10,000

福祉関係研修会　交通費 20,000

福祉関係研修会講師への謝礼 5,000

私の課題発表会   交通費 20,000

発表者への謝礼 5,000

発表要旨集 20,000

　　　　合計 80,000

      備           考

講師への謝礼（図書カ－ド）

福祉研修会準備のための役員交通費

福祉研修会講師への謝礼（図書カ－ド）

私の課題発表会準備のための役員交通費

発表者に謝礼（1000円図書カ－ド）

発表要旨集印刷製本代金

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和 7年度(2025年) 事業計画＞ 

監査報告 

上記決算に関して、現金出納帳、貯金通帳、証憑等すべて適正に処理されたことを承認いたします。 

＜収 入 の 部＞   ＜支 出 の 部＞   <次期繰り越し額＞ 

1,944,258     －        233,000    ＝  1,711,258 

＜令和６年度(2024年) 連合会助成金 会計報告＞ 

＜令和 7年度(2025年) 予算＞ 
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卒業を祝う会を始める前に３つの専攻コ－スを修了された方の学修奨励賞

の表彰が行われ 6名の方が表彰されました。 

卒業を祝う会には２０名余の参加者があり、会場が狭く感じるほどでした。 

客員教員から卒業、修了された方への言葉がありました。その後に卒業、修了され

た方お一人お一人から卒業することの苦労、よかったことなどを話していただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期総会後の記念講演会 

量子化学計算による新奇な分子の研究 

－ 14族元素化合物を主として － 

講師は工藤貴子氏（放送大学群馬学習センタ－所長）に依頼しました。 

元素周期表１４族を中心に取り上げ、様々に変化して化合物生成したりする過程について分子や結晶

の電子状態の特徴ついて興味深く取り上げての講演で、質問にも丁寧に応答していただきました。 

調べたこと、研究したこと、考えたことなど放送大学で学んだ方々の

発表の場が「私の課題発表会」です。どなたも自由に参加して発表を

聴くことができる会です 

－ 

参加された方の感想を紹介させていただきます。 

所長先生を身近に                              笠原進二 

同窓会総会の記念講演で、所長先生のお話を間近で拝聴することが出来ました。 

簑輪同窓会長の日頃のお話から、常に学生や学習センターのことを思い続けておられ、そ

のためということもあって同窓会との関係にも気を配って下さっていることを存じておりまし

た。根っからの文系人間の私には日頃馴染みのない純粋な理系のテーマでありましたが、

内容を良く砕いてお話下さり、拙い質問にも真剣にお答え下さいました。何よりそのお話の

中で、化学における理論の発展や実験の基礎作りに、コンピューターを駆使しての可能性

の追求が有効であることを知り、化学をも所長先生をも身近に感じられた講演でした。    

参加された木村一弘さんの感想を紹介します。 

令和 7年 3月 8日に開催された卒業された次の３人の方による研究発表会に参加しました。 

正木恭子さん 

避難所における避難動物情報の把握の現状と避難動物ラピッドアセスメントシートの提案 

斉藤貴司さん 

小学校理科の教科書における問題の類型化と「問題を見いだす力の育成」に関する研究              

～小学校第 5学年「天気の変化」の単元を事例にして～ 

田所瑞絵さん 

ネパール人留学生にとって日本留学とは何か － 元留学生へのインタビュー分析からの一考察 － 

どの発表もボランティア活動や仕事を通じて生じた問題点の中から、独自の研究テーマを設定し論文とし

てまとめられた質の高い研究発表がなされました。こうした同窓生の研究発表を拝聴する機会に恵まれた

ことを本学同窓生の一員として感謝申し上げます。 
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藤本敏雄さん 

０４２で始まる私ですが、最初のころは学習する元気が

あったのですが、さすがに５コ－スあたりからの勉強と

なると忘れることが多く苦労の連続になりました。 

私自身のよく６コ－ス卒業単位が取れたなと思います。

皆様にはいろいろとご指導いただきありがたく思ってい

ます。特に富士山登山で頂上に立つことができたことは

よい思い出となりました。 

松田栄美子さん 

もともと電気、機械関係が苦手で逃げ回っていた私が

「情報」に入学したのは年齢を重ねると用語や記号な

どが覚えられなくなるので早い時期に受講した方がよ

いと思ったからです。いざ受講してみると案の定、用

語が分からず、覚えられず、また数が多いため必死で

した。卒業してみるとやはり受講してよかったと思い

ました。まだまだ分からないことが沢山ある中、少し

は仕組みや用語など習得できたと思うからです。知識

を深めるということは私にとってはとても有意義なこ

とです。 

落合 順さん 

今日私の課題発表会に参加したことは貴重な経験と

なりまし私自身はまだ学生として在籍中ですが、論文

について理解を深めるひとつのきっかけとなり、今後

の学習に役に立てていきたいと思いました。ありがと

うございました。 

斉藤 稔さん 

本日卒業をお祝いいただき、ありがとうご

ざいます。勉学を続け、知識を身に付ける

と言うことは自分にとって大きなメリット

であると思います。これからも放送大学の

勉強は続けていくつもりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加された方の感想を掲載させていただきました 
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ホームページのＵＲＬ パソコンでは    https://gunmadousoukai.wweb.jp/   

を打ち込んでください。スマホでご覧いただく場合には示しました QRコ－ドを読   

み取ってください。 

 

『大学行脚の始まり』                        金井正行さん 

私は放送大学を2013年編入、2016年卒業です。私の生涯学習の始まりは放送大学でした。生

涯学習の楽しさに目覚め、今４つめ目の通信制大学に在学中です。放送大学を出た後は八州学

園大、京都芸術大、産業能率大学と学んで来ました。まさに私の人生行脚でありましょう。そして最

初の大学から計 471単位修得出来ました。1000単位を目標に今後も励みます。 

同窓会はその御礼と考えて入会した次第です。皆様宜しくお願いいたします。 

令和６年度に入会された方は 

千葉 智恵子さん  櫻井 清さん  戸部雅貴さん  金井正行さん  田所瑞絵さん  

の方々です。 

『これからも生涯学習を！』                      戸部雅貴さん 

家庭の事情で大学進学ができず、通ってみたいという強い思いがあった。しかし、仕事をしながら大学へ通うのは難

しいこともあり諦めていた。ところが、コロナウイルスの流行で通学をせずに在宅で卒業できるように制度が変わっ

たと知って 3 年次編入として入学をした。 当初の目標は在学期間中（6 年）までに卒業することであったが、再び

勉強してみるとこれがまた面白い。当初の予定より早く最短の 2 年での卒業となった。自宅での学習が中心であっ

たため、学習センターへ行くことはなかった。卒業式で初めて訪れたが、想像していたよりも活気に満ち溢れていて、

おおいに感化されてしまった。継続入学をするか迷っていたが、こういった方々と一緒に学習できるのであればと思

い再入学を決めた。学芸員の資格取得を目標に 202４年後期で対象科目をすべて履修した。他大学で博物館実

習を履修しなければならず、不安があったが、なんと放送大学の学友と一緒になりうれしかった。今夏には博物館へ

と学外実習の参加予定であるが、学芸員として求められる技術や知識を身に着けたいと思っている。放送大学の学

友は意欲がある方々が多く、切磋琢磨しながら生涯学習を続けていきたいと思っている。 

 

 

 

新 入 会 の 方 々 

喜びと感謝を込めて社会貢献を新たな目標に       田所瑞絵さん 

 大学卒業後 20年を過ぎ「やっぱり修士をとりたい」と思ったとき、放送大学は私にとって唯一の選択肢でし

た。唯一でしたが、最高でした。単位取得に２年、修士研究に２年、合計 4 年をかけて修了できたことは人生

の宝物となりました。先生、環境、大切な人達に感謝です。この宝を、従事している日本語教育の仕事に生か

し、幾ばくかでも社会に貢献したいと思います。  どうぞよろしくお願いいたします。 

郵送料の値上げがあり、同窓会会報をご自宅への郵送からネット配信への変更についてアンケ－トを実施しま

したところほとんどの方はネット配信でもかまわないとのことでした。そのためホームページから会報を同窓会会員

が各自でダウンロ－ド していただく必要が出てきましたのでネット配信への変更にともないホームページを見やす

く、使いやすくリニュ－アルしました。 
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＊詳細は 実行委員会の松田さんにメ－ルで kimiko.matsuda@nifty.com 問い合わせください。 

くに 

＊学習センタ－の 40周年記念行事に興味関心のある方は当日会場にお越しください。 

「学びと創造で“その先”へ」  群馬大学名誉教授 嶋 田 淳 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇月 日：令和７年９月１４日（日） １３時００分～１３時５０分 

◇会 場：群馬県立図書館３階 ホール 

◇次  第：群馬学習センター所長   工 藤 貴 子 

     学長挨拶 放送大学長   岩 永 雅 也 

     来賓祝辞  

国立大学法人群馬大学長   石 崎 泰 樹 

     群馬県教育委員会教育長   平 田 郁 美 

放送大学群馬同窓会長    簑 輪 欣 房 

◇記念講演会 １４時００分～１５時３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年開催しました認知症、介護についての研修会に参加された方から今年も開催してほしいとの要

望がありましたので今年は障がいを教育、支援の視点から考えることにしました。 

月 日：令和７年 １１月１５日(土) １０時～１２時 

会 場：群馬学習センター 第２、３講義室 

テ－マ：『 障がいを持つ子どもと健常者が共に学ぶ場より 

       ～学び合い、支え合う教育について～    』 

講師： 群馬医療福祉大学短期大学部 福田智久 准教授 

参加費は無料です。  申し込みは QRコ－ドを読み込んで必要事項を記入して送信してください。 

今年度は長野同窓会が中心になって、令和７年９月 13日（土）～14日（日）に地区交流会

が長野県で予定されています。新潟、長野、山梨、栃木、茨城、群馬の北関東甲信越の同窓

会で意見交換などが予定されています。群馬以外の同窓会の方と話をしてみたいなど参加の

希望のある方は mnowa2024@ymail.ne.jp  にメ－ルをください。 

１．開催日時：2025年 10月 11日（土） 13時 00～15時 50 

２．場 所：放送大学群馬学習センタ－ 2階  第 2、第 3 講義室 

第 1部 故河合明宣先生研究業績講演会（13時～15時 10分） 

参加費： 1,000円（講演会の聴講費）申し込み先着 100名様限り 

講演内容: 故河合明宣先生との研究業績 

1） 安藤和雄 教授 京都大学 東南アジア地域研究 研究所 環境共生研究部門連携 

2） MAHARJAN Keshav Lall（ケシャブ）教授 広島大学 広島大学大学院国際研究科 

第 2部 河合先生を偲ぶ会     （15時 10分～15時 50分） 
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ひろば 原稿募集   

編集後記 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の皆様で住所が変わったなどの各種変更手続きが生じまし

たら右のＱＲコ－ドをスマホなどで読み込んで必要事項を記入

の上、送信してくださるかメ－ルで mnowa2024@ymail.ne.jp 

にお名前、変更する事柄をお送りください。 

群馬同窓会では、役員を募集しています。同窓会活動の担い手がいな

いと、会の活動を今よりも縮小することも考えられます。役員になると

『たいへんだ！』でなく、人と人の絆を結ぶ手助けが出来る、何かの役

に立っていると考えてください。ただし、無理のない、出来る範囲でご協

力を頂けると助かります。 

ご連絡は同窓会ホームページのお問い合わせからお願いします。 

 

テーマ：自由（写真も可）、作品はワード500 字程度で作成し、メールに添付して、

住所、氏名、年齢、電話番号明記のうえ、お送りください。お送りいただいた原稿は

筆者の意図を変えない範囲で添削させていただくこともありますことをご承知くだ

さい。なお、応募いただいた原稿は返却いたしかねますので、ご了承ください。 

宛先： shimoda@wide.ne.jp  情報委員長 下田あて 

以前の放送大学の印刷教材（多種）約 600冊や CD、ＶＨＳその他「世界の文化シリーズ」等所有しています。 

希望者に差し上げますので、問い合わせは下田清美までお願いします。 

応募要項 

昨年、9 月ころから米の不足や値上がりで今なお不安な生活を送っている会員も多いことで

しょう。かつて減反政策が打ち出され、転作を奨励され大豆などの栽培が増加した時代もありま

した。誰が現在の状況を想像したでしょうか。今更ながら主食の米のありがたさを痛感していま

す。多くの国民は家庭の経済に影響を与え苦しんでいると「ニュース」は伝えています。片や食料

廃棄の問題が大きな社会問題として取りざたされています。今ここで私たちは食生活を見直し

創意工夫して明るい明日を目指して頑張りましょう。 

 会報も、是非、会員同士のつながりをもって楽しんでください。 

情報委員長  下田清美 

群馬同窓会の役員を募集しています  


